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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
演胞性 リンパ腫は多くのリンパ節に発生するが､消化管とくに十二指腸に発生することが
知られている｡著者らのグループは､これまで十二指腸液胞性 リンパ腫は臨床病期､組織学
的悪性度が低く､免疫グロブリン重鎖可変領域のusageがMALTリンパ腫に類似していること
を報告してきた｡本研究では､免疫グロブリンのクラススイッチと体細胞突然変異に働く
activatioh-inducedcytidinedeaminase(AID)と液胞樹状細胞の発現お よび ongoing
mutationについて検討したOその結果､十二指腸液胞性リンパ腫は節生の液胞性リンパ腫と
同様にCDIO,bcl-2を発現し､体細胞突然変異､ongoingmutationを有しているが､AIDの
発現､液胞樹状細胞の発現を欠いておりVHusageの偏りが見られるなど､節性の液胞性リン
パ腫は異なりMALTリンパ腫と類似した性格があることを明らかにした｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるo
